
第６学年２組

「表現力・コミュニケーション力を高める指導方法の工夫」１ 研究主題

－ 自分なりの思いや考えをもち，人とのやりとりを楽しむ子どもの育成 －

２ 育てたい力

◆表現力

○自分なりの思いや考えをもつ。

○自分の思いや意見を言葉や文字に表す。

○自分の思いや意見を，他人に分かるように伝える。

◆コミュニケーション力

○人の話を聞きとる。

○人の話を聞いて，新たな思いをもったり自分の考えをふくらませたりする。

３ 研究の視点と手だて

〔視点１〕 自分なりの考えや意見をもち，それを発表する子ども

○発表の場の工夫 … 少人数グループ内での話し合いの機会をもち，人前で話すこと

への抵抗を少なくする。

○指名の仕方の工夫 … 全員に指名したりこの人の意見を聞いてみたいという人を指

名したりするなど，指名の仕方を工夫し，自分なりの考えを

常にもつようにする。

○スピーチの場の設定 … 帰りの会に１分間スピーチ取り入れる。

○反省用紙の活用 … 一日の反省用紙を活用し，発表回数や発表者の割合などを把握

する。

〔視点２〕 人の話を聞き取る子ども

○内容確認の習慣づけ … 人の話の内容を確認する習慣をつける。

○反省用紙の活用 … 一日の反省用紙を活用し，その日一番心に残った話や発表など

をメモする習慣をつける。

○学級の雰囲気づくり … どんな意見でも，まずは聞くことが大切であることを指導

するとともに 「聞こえません」サインを工夫し，誰の発，

表でも必ず全員が聞くという雰囲気をつくる。

〔視点３〕 自分と他人とのやりとりの中から，新たな思いや考えをもつ子ども

○集中力を高める工夫 … 人の話を聞いて感じたことを言わせる機会を多くする。

○話し合いのスキルの向上 … 様々なテーマを設定して学級討論会を開いたり，話し

合いによって問題を解決したりする機会を多くする。

○発言の質の向上 … より多くの人が納得できる意見や考え方は，様々な意見や考え

を総合的にとらえて組み立てられていることを指導する。



第６学年２組 成果と課題

研究主題「表現力・コミュニケーション力を高める指導方法の工夫」

自分なりの思いや考えをもち、人とのやりとりを楽しむ子どもの育成 について－ －

授業の中では子どもたちの変容は実感している。特に、繰り返し行ってきた会社活動のＰＲタイムでは、

自分たちの会社のＰＲを様々に工夫しながら楽しそうに発表する姿が見られた。また 「ありがとう 「すみ、 」

ませんでした」などという言葉が発表の場で話し手からも聞き手からもさりげなく出てくるようになった。

このような子どもの変容は、計画的に場を設定してきた成果だと考える。

しかし、それが日常的な「力」となっているかどうかについてはとらえることはできない。他教科や日常

生活において、今回の取り組みによって子どもが変容したかどうかをとらえることは困難である。ただ、他

教科の授業を見ていると、自分なりの思いや考えをもつことは、学習内容の理解と深く結びついていること

は明確である。人とのやりとりを楽しむにしても同じである。学習内容の理解を抜きにしては、表現力やコ

ミュニケーション力を発揮することは難しいことから、子どもに分かりやすい授業そのものが、主題に迫る

ためには非常に重要な要因だと考える。また、人とのやりとりの中から新たな思いや考えをもったりより質

、 。の高い意見を出したりできる子どもは少なかったことから 討論会や話し合い活動の場は十分ではなかった

今回の研究主題に関しては、ある限られた場や状況の中ではおおむね達成することができた。たとえ限ら

れた場や状況の中でも、そういうことができる子どもになったことは、これからの生活の中で生かされてい

いくことと信じている。

「自分づくり」の授業実践としては、子どもたちの感想などから大きな成果があったと感じている。

表現力 コミュニケーション力

○自分なりの思いや考えをもつようになった ○人の話に集中して聞くという習慣が身に付

子どもは多く見られる。 いた子どもは多く見られるようになった。

○人前で話すことが苦手な子どもは、自分な ○人の話を聞いて、それを基に自分の考えを

りにメモを作って発表するようになった。 膨らませたり全体をまとめたりするような力

○発表の工夫については個人差が大きい。 をつけることはできなかった。

育 て た い 力

視点１ 視点２ 視点３

「 、「自分なりの考えや意見をもち、そ 「人の話を聞き取る子ども」 自分と他人とのやりとりの中から

れを発表する子ども」 新たな思いや考えをもつ子ども」

○少人数グループ内では話すこ ○常に，私語が止むまでは話を ○子ども対教師、子ども対子ど

とに抵抗がなくても、それが全 始めない姿勢でいたため、一人 もというように「１対１」のや

体の前で話すことへの抵抗の軽 の話に集中しようとする雰囲気 りとりから「１対多」の話し合

減につながったかどうかは疑問 はだいぶ高まってきた。 いに発展させることが難しかっ

である。 ○話を聞き取ることに関しては た。他人の意見をもとに新たな

○全員に指名する機会を多くし 反省用紙はあまり生かされるこ 意見をもったり多くの意見を総

たことで、常に発表に向けて心 とがなかった。自分なりの日々 括したりするような意見を考え

の準備をしている子どもは多く の目標や楽しみを書く子どもが させる場の設定が今後の大きな

なってきた。 多かった。 課題と言える。


